
 

 

 

 

 

 

 

 

 

～元気で生き続ける地域に！ 門出・田代べとプロジェクトをご紹介します。～ 

〇様々な活性化の取組みを長く続けて来た当門出・田代地区ですが、ねじを巻きなおそうと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

          

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（べとプロ裏面に続く） 

高柳交流観光通信         

ここに文字を入力 

 

〇まず「コミュニケーションは飲みにケーションか

ら」。毎週月曜日欠かさずすべて持ち寄りで飲みなが

ら情ほ交換をし、飲んだ勢いであれがしたいといろい

ろな活動が始まりました。幸い、地域おこし協力隊や

イナカレッジ、Ｕ・Ｉターンなどで人材は豊か。地域

外の準メンバーもにぎやかです。（それでも 10人程） 

〇情報発信のためと 30号まで来た「べとプロだより」。 

年４回の発行ですが、毎回四苦八苦しながら作って地域の

活動を紹介しています。１年、1,000円で購読 

いただいています。 

 

 

〇門出産小麦を宣伝しようと始めた「ピザ

部」もそこから。イベントに出かけられるよ

うにと軽トラに載せられるピザ窯も自作して

3代目に。コロナ禍前は年間１３回の出店で

500枚以上の販売もあり、お客さんとのピザ

談義から交流へと広がっています味もぐっと

レベルアップしましたよ。 

 

１０年前「門出・田代の未来を語る会」があり、翌年活動母体

として「門出・田代べとプロジェクト」（通称べとプロ）が 

スタートしました。 

 

 

〇旧門出小学校のグラウンドの一角に芝生広

場を作って遊び場をと始めたのもそこから。

思うようにきれいになりませんが、芝を植え

肥料をまいたり草を刈ったり。もちろん汗を

かいた後の慰労会は必須、ジンギスカンが大

活躍します。 

 


